
O
IS

T
E

R
光・赤外線天文学大学間連携による
中小口径望遠鏡の活用の現状と今後

秋田谷洋(広島大学), 黒田大介(国立天文台), 

大朝由美子(埼玉大学),面高俊宏(鹿児島大学),

高橋隼(兵庫県立大学), 斉藤嘉彦(東京工業大学), 

永山貴宏(名古屋大学), 野上大作(京都大学), 

諸隈智貴(東京大学), 渡辺誠(北海道大学), 

ほか大学間連携観測チーム

GOPIRA WS 2013 (2013/8/6-7)



O
IS

T
E

R

光・赤外線天文学大学間連携

事業名:

大学間連携による光・赤外線天文学研究教育拠点の

ネットワーク構築－最先端天文学課題の解決に向けた大
学間連携共同研究－

Optical and Infrared Synergetic Telescopes for Education and 

Research (OISTER)

計画期間・予算規模

平成23年度から平成26年度 (6年間)

 ~100 Myen/yr (人員雇用、各機関運用・開発費に充当)

2年と3ヶ月が経過
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この事業で目指すところ

研究

中小口径望遠鏡でこそ可能な「時間軸」に焦点を当てる.

・突発天体に対して初期からの即時およびモニター観測.

・可視から中間赤外まで多波長・複数モードで同時観測.

・1サイトでは実現できない長時間の連続観測.

ガンマ線バースト 激変星のバースト超新星爆発

X線連星, 太陽系天体のバーストなど

教育

・世界レベルで活躍できる若手人材育成の教育.

・研究教育活動をより活発化する研究者交流.
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参加している中小口径望遠鏡

地球規模の即応観測ネットワーク拠点
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機関 サイト 望遠鏡

主体機関 北海道大学 名寄(北海道) 1.6 m ピリカ

(10機関) 埼玉大学 埼玉 0.55 m

東京大学 木曽(長野) 1.05 m 木曽シュミット

アタカマ(チリ) 1.04 m miniTAO

東京工業大学 明野(山梨) 0.5 m MITSuME

名古屋大学 サザーランド(南ア) 1.4 m IRSF

京都大学 京都 0.4 m

兵庫県立大学 西はりま (兵庫) 2.0 m なゆた

国立天文台 岡山 1.88 m

0.5m MITSuME

広島大学 東広島 1.5 m かなた

鹿児島大学 入来 (鹿児島) 1.0 m

国立天文台 石垣島 (沖縄)

協力機関 群馬県 ぐんま天文台 1.5m

(3機関) 京都産業大学 神山 (京都) 1.3m 荒木

日本スペースガード協会 美星 (岡山) 1.0m
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多数・多様な観測装置撮像装置

分光装置

ほかに、偏光観測装置(可視・赤外)、
高速撮像分光装置など
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中小口径望遠鏡ネットワークの特徴

• 多数の望遠鏡、多種・多様な観測装置
→ データの多様性かつ同時性

天候リスク回避
• 経度方向に散らばった望遠鏡群
→ 夜に縛られない連続観測
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これまでの観測運用

 1年目~2年目前半 (2011/4-2012/7)

連携観測の模索．キャンペーン観測(2回)・ToO観測試行．

 2年目後半 (2012/8~)

突発天体観測(ToO観測)体制・ルールの整備・本格運用へ

 ToO観測体制

参加機関の研究者から、観測プロポーザルを募集
観測条件の明確化、観測テーマの分担、観測優先度の明確化

→ 13件
GRB、超新星、ブレーザー・AGN、激変星、新星、YSOsなど

 ToO観測実施状況

 FY2011: 8件、2012: 6件、2013: 2件
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OISTER-GRBの観測成果 (1)

 超新星の長期モニター観測 (詳細は山中ポスター参照)

複数の観測モード・観測波長の分担

天候リスクの回避

→ 大学間連携ならではの密で連続したデータ取得

SN2012dn
Yamanaka+, in prep
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OISTER-GRBの観測成果 (2)

 ブレーザー天体CTA102のフレアイベント (Ito+13, 2013, 

ApJL, 768, 24)

 γ線増光(Fermi)に応じて偏光・測光モニター観測
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OISTER-GRBの観測成果 (2)

 ブレーザーCTA102のフレアイベント(Ito+13, 2013, ApJL,

768, 24)

• 数時間の時間ス
ケールで、偏光-

光度の相関・非
相関

• Fermi γ線との相

関についても論
文準備中

Ks(鹿児島・西はりま・岡山・南ア)

Rc(名寄、明野、京都、岡山、東広島)

偏光度(東広島)

偏光方位角
(東広島)
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 2013/2より、Skypeおよびメールを使ったアラート配信試験開始

一例: GRB130606A

IRSFにて、GRBトリガーから30分後に観測開始
(Takahiro Nagayama, 2013, GCN Circular 14784, 14793)

z~ 5.9 (Castro-Tirado et al., 2013, GCNC 14790, 14796)

2013/8~ GRB発生時は(原則として)全機関で観測を実施する



O
IS

T
E

R

体制

 協議会 (2回/yr)

各大学・機関の責任者．予算案や大枠の方針の協議．

 観測運営企画委員会 (~回/2ヶ月+随時)

各大学・機関から1名選出. 観測方針の策定・環境整
備・指揮．
黒田大介※ (国立天文台)(代表), 秋田谷洋※ (広島大学), 大朝由美子(埼玉大学),
面高俊宏(鹿児島大学), 高橋隼(兵庫県立大学), 斉藤嘉彦※ (東京工業大学), 永
山貴宏※ (名古屋大学), 野上大作(京都大学), 諸隈智貴(東京大学), 渡辺誠※ (北
海道大学) ※印は本事業経費での雇用

 連携大学・協力機関のスタッフ・学生

観測提案・遂行・解析・成果とりまとめ

 学長・総長間で正式調印
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連携事業の現在の活動と今後の課題

 キャンペーン観測の実施

 連携観測体制の整備
 メーリングリスト・wiki運用、観測所最新情報(装置スペック、
各望遠鏡・装置状況ほか)の管理、環境モニター(スカイモニ
ター他)の整備、GRB発生速報システムの整備、解析パイプライ
ンの開発、etc.

 教育プロジェクト(2013/8~)

 学生・若手研究者を所属外の機関・施設に~1週間派遣。

 FY2013中に3件+α実施予定。

 装置・望遠鏡開発(含: 京大3.8m望遠鏡)

 今後の課題
 他波長との連携 (電波、高エネ、…)

 参加望遠鏡・装置の増加 (経度方向カバーの充足、中・大口径望
遠鏡=分光follow-up・暗天体対応、観測モードの多様化)

 参加機関外研究者・機関とのcollaboration
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～中小口径望遠鏡群の連携の観点で~

 天体は変動する．多波長・多モード同時、かつ時間軸に
注目した観測研究は2020年代も重要であり続けるだろう．

 多地点・複数望遠鏡群の効果的な連携観測は必要

但し、現状そのままの望遠鏡群ではないかもしれない．

望遠鏡の口径増、好サイトへの移設、ロボット化・・・

 OISTERは日本の光赤外コミュニティにとって、初めての
大規模な複数望遠鏡連携の試み。

→ 6年間(2011-2016)+αの活動で、望遠鏡を複数連携する
ノウハウを日本の機関・施設で蓄積

 OISTERによる経験の蓄積を、2020年代の「多地点・多
モード同時・時間軸」観測研究に活用.
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大学間連携事業(OISTER) web ページ

http://oister.oao.nao.ac.jp (検索: oister)

http://oister.oao.nao.ac.jp/
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まとめ

 2011年度から光赤外線天文学大学間連携事業(OISTER)が
発足。現在3年目。ToO観測に特化した観測ネットワーク
を整備・運用している.

 昨年度からToO観測体制が整い、良質のデータ取得が始
まった．観測と成果輩出のサイクルが軌道に乗りつつあ
る．

 日本の光赤外線コミュニティ初の大規模な望遠鏡群連携
運用の試み．6年間+αの経験の蓄積を、2020年代の「多地
点・多モード同時・時間軸」観測研究に活かす．
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